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はじめに

河川の維持管理について

台風や集中豪雨による洪水災害が毎年のように全国各地で発生しているなか、堤防整備、強化とあわせて既存の施設を適切に維持管理し、
洪水災害に対する安全性を確保していくことが重要です。

河川維持管理計画について

阿武隈川下流では、河川の維持管理にあたって、河川の特性をふまえ、維持管理の目標、実施内容、その頻度や時期等の具体的な事項を
「阿武隈川下流河川維持管理計画」に定めています。

サイクル型維持管理の実施

これにより計画的な維持管理を継続的に行うとともに、河川の状態変化の監視、状態の評価、評価結果に基づく改善を一連のサイクルとしたサ
イクル型維持管理により効率的、効果的に実施していきます。

河川管理レポートについて

この「阿武隈川下流河川管理レポート」は、ふだんあまり地域の方々に見えづらい河川の維持管理の取り組みを知っていただくため、平成２６年
度の阿武隈川下流における維持管理の実施状況について報告するものです。

サイクル型維持管理体系のイメージ
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１．阿武隈川の概要
阿武隈川は、その源を福島県西白河郡西郷村大字鶴生の旭岳（標高1,835m）に発し、大滝根川、荒川、摺上川等の支川を合わせて、福島

県中通り地方を北流し、阿武隈渓谷の狭窄部を経て宮城県に入り、さらに白石川等の支川を合わせて太平洋に注ぐ、幹川流路延長239km、流
域面積5,400km2の一級河川である。その流域は、福島、宮城、山形の３県にまたがり福島県主要都市である郡山市や福島市、宮城県南部の
岩沼市等の都市が上流から下流まで縦断的に存在します。阿武隈川流域はこれらの地域における社会・経済・文化の基盤を成すとともに、自
然環境・河川景観に優れていることから、本水系の治水・利水・環境についての意義は、きわめて大きい。

流域諸元

項 目 諸 元 備 考

流 路 延 長 ２３９km 全国第６位

流 域 面 積 ５，４００km2 全国第１１位

流域市町村 １３市１８町１０村 平成２４年３月時点

流域内人口 １３６万人 平成２２年度国勢調査速報値
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南北に走る阿武隈山地と奥羽山脈との間を流れる阿武隈川。その流
域の形状は、南北に長い羽根状をなしており、各支川が東西から櫛状
に本川に合流する。

急峻な地形を呈している奥羽山脈と、それとは対照的に緩慢な地形
となっている阿武隈山地、その間を流れる阿武隈川は奥羽山脈からの
流出土砂のため東側の阿武隈山地に偏った流れとなっている。途中、
郡山・本宮間狭窄部、二本松・福島間狭窄部「阿武隈峡」および福島
県と宮城県との県境付近の狭窄部「阿武隈渓谷」を貫流している。

流域の年平均降水量は、奧羽山脈側では1,500mm程度であるが、
山岳部の蔵王および吾妻山系では2,700mmに達することもあり、平
成10年8月末豪雨においては約6日間で1,200mmを超える雨も記録
している。福島県中通りから阿武隈山地ではおおよそ1,200mm程
度、宮城県南部の平野部では約1,100mm程度であり、東北地方にお
いては少ない方となっている。
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２.１ 河川の維持管理目標

河道、河川敷、堤防、及びその他の河川管理施設がその本来の機能を発揮できるように、河川管理施設の状態を的確に把握します。さら
に、その状態を評価し、評価に応じた改善を行うことで、「治水」「利水」「環境」の目的を達成するための必要なレベルを持続させていく
ことを目指します。

管理項目 目 標 目標達成のための手段 留意事項

管
理
区
間
全
体

河川管理施設 堤 防 洪水を安全に流下させるために必要となる堤防の断面や
浸食・浸透に対する強度、法面の植生などの維持・持続
に努める。

・堤防除草
・河川巡視
・堤防点検
・のり面補修

・被災履歴箇所
・堤防詳細点検安全率を満たして

いない区間

樋門・樋管
排水機場 等

洪水時に施設が正常に機能するために必要となる施設や
ゲート設備等の強度や機能の維持・持続に努める。

・水閘門操作員による点検
・詳細点検・調査
・樋門補修

・完成から50年を経過した施設

河 道 護 岸 洪水時の流水の作用に対して、護岸の損壊による河岸崩
壊や堤防決壊を招かないよう、護岸の必要な強度や基礎
部の根入れの維持・持続に努める。

・河川巡視
・河岸点検
・詳細調査
・護岸修繕

・被災履歴箇所
・水衝部

河 道 洪水を安全に流下させるために必要な流下断面の維持・
持続に努める。

・河川巡視
・定期縦横断測量
・航空写真測量
・詳細調査
・河道掘削等

・被災履歴箇所

樹 木 洪水を安全に流下させるために必要な流下断面の維持・
持続に努める。

・樹木調査
・航空写真
・河川区域測量
・伐 採

・伐採処理

自然環境 流域の自然的、社会的状況を踏まえたうえで、河川環境
の保全を適切に行う。

・河川水辺の国勢調査
・水質調査

・震災により変化した河口周辺等

河川空間・利用 適正な河川の利用と安全が確保されるように努める。 ・河川巡視
・安全利用の合同点検
・洪水予報連絡会
・水質汚濁協議会

・不法工作物
・不法投棄
・塵芥処理

水文観測施設 観測対象の事象（雨量、河川水位等）を適正かつ確実に
捉えられるように維持・持続に努める。

・施設点検 ・基準高確認
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２.２ 河川の維持管理の主な内容
河川の維持管理は、「阿武隈川下流河川維持管理計画」に基づいて、河川巡視･点検、調査等を継続的、定期的に実施しています。

また、堤防等の河川管理施設の機能を維持するため、巡視･点検、調査等により変状の状態把握を行い、必要に応じて補修を実施していま
す。

堤防除草

河川巡視
阿武隈大堰ゲート修繕

護岸補修

堤防の維持管理

定期縦横断測量

堤防点検

塵芥処理

（例）塗装劣化

堆積土砂の撤去

補修後

堤防法面の裸地化

河川の調査 堰・樋門・樋管の維持管理

護岸の維持管理 河川空間の管理

3



３.１ 河川の基礎データの収集
河川の状態把握のための基礎データとして、「水文・水理等の観測」「河川縦横断測量」等を行っています。

また、河川環境を整備･保全していくため、「魚類等の環境調査」を行い、自然環境の状態把握を行っています。平成26年度は底生生物調
査、河川空間利用実態調査を実施しました。

種別 実施項目 実施箇所 実施頻度･条件 備考

測量 縦横断測量 管理区間 5年に1回 0.6k、0.8k、21.2k～24.4k区間の横断測量を実施
しました。

平面測量 管理区間 5年に1回

空中写真撮影 管理区間 毎年

洪水写真撮影 管理区間 洪水前･後

河道状況調査 河床材料調査 管理区間 5年に1回

洪水痕跡調査 管理区間 洪水後

水文･水理等観測 水位観測 1５箇所 常時

雨量観測 ８箇所 常時

流量観測（低水） ５箇所 月2回

流量観測（高水） ４箇所 洪水時

水質観測 ３箇所 年12回

自然環境の状態把握 魚類調査 管理区間 5年に1回 H26年度実施

底生生物調査 管理区間 5年に1回

植物調査 管理区間 10年に1回

鳥類調査 管理区間 10年に1回

両生類･爬虫類･哺乳類調査 管理区間 10年に1回

陸上昆虫類等調査 管理区間 10年に1回

河川環境基図作成 管理区間 5年に1回

河川空間利用実態調査 管理区間 5年に1回
4



３.２ 河川巡視
堤防等の河川管理施設の状況、河川区域内における不法行為の発見、河川空間の利用や河川の自然環境に関する情報収集など

河川の状態把握を概括的に行っています。

平成26年度の河川巡視における報告件数は、以下のとおりとなっています。

最も多い内容は、不法投棄でした。引き続き継続した監視を行っていきます。

5

内容 件数 備考

不法投棄 89件

堤防・工作物
の損傷

59件

その他 129件 倒木、流木
規制柵の損傷等

平成２６年度河川巡視による報告内容及び件数

種別 実施項目 実施箇所 実施頻度･条件 備考

河川の状態把握 河川巡視（平常時） 管理区間 週2回

河川巡視（出水時） 管理区間 出水時

目的別巡視（一般） 管理区間 年1回

目的別巡視（専門） 管理区間 年1回 河川巡視の実施状況

河川敷への不法投棄

規制柵の損傷

堤防・工作

物の損傷
21%

不法投棄
32%

その他
47%

河川巡視 ：管理区間において、原則として週２回、車両等からの目視により行うこととし、不法
行為及び危険行為並びに 流水・河川環境及び河川管理施設等の異常を確認します。

異常があった場合は、徒歩（目視）により確認を行います。

目的別巡視 ：堤防や護岸、樋門・樋管や不法行為など対象を特定し、車上からの巡視に加えて徒歩
や船舶を用いて実施します。なお、目的別巡視には「目的別巡視(一般)」と「目的別巡
視(専門)」があり、巡視項目も分かれており、「目的別巡視(専門)」はエキスパート巡
視員が実施します。 「目的別巡視(一般)：土地の占用状況、官民境界杭等の確認」
「目的別巡視(専門)：樋門等工作物、護岸・河岸及び河道の状況等」



３.３ 堤防等点検のための環境整備
堤防の巡視・点検の際に支障にならないよう、年2回の堤防除草を実施しています。
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実施時期 除草面積（m2） 処分量（t） 備考

    5月～6月 3,042,200 684

   9月～10月 1,793,900 476

除草費用の内訳（平成26年度）

植生の繁茂により堤防の表面
が見えない状態

堤防の表面が見え、堤防の異
常の有無が確認できる状態

堤防除草が必要な面積は、阿武隈川下流で約４,836,100m2／年
であり、年間の除草費用は約162百万円となっています。

このうち、刈草の運搬･処分費が全体の4割を占めており、今後、

刈草の一般提供（平成24年度から一時休止）によりコスト縮減に努
めていきます。

【堤防除草後】【堤防除草前】

大型遠隔式除草機械による除草状況

肩掛け式除草機械による除草状況

除草工
60%

積込運

搬
22%

処分費
18%



３.４ 堤防等の点検
河川巡視とは別に、堤防等の河川管理施設の状態把握のため「各種施設の点検」を実施し、対策の必要性や優先度を総合的に評価し、より

適切に維持管理を行っています。

許可工作物については、許可工作物管理者立ち会いのもと点検を実施し、不具合箇所については改善するよう指示します。

また、河川を安全に利用していただくための「安全利用点検」、地域に住む方々と連携して「川の通信簿」による河川空間の親しみやすさ
の評価を行っています。
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堤防点検の実施状況 安全利用点検の実施状況

種別 実施項目 実施箇所 実施頻度･条件 備考

河川管理施設の状態
把握

堤防等点検 管理区間 出水期前、台風期、出水後

河川構造物点検 管理区間 月1回、ゲート設備は年1回

電気通信施設点検（CCTV等） 管理区間 年1回

許可工作物点検 管理区間 出水期前 管理者立ち会いで実施

河川空間の状態把握 安全利用点検 管理区間 年2回

川の通信簿 岩沼市河川公園
角田市阿武隈川緑地
小田川水門堤外水路

年1回

許可工作物点検の実施状況



３.５ 河川管理施設の維持管理
堤防、護岸、樋門･樋管等の河川管理施設について、河川巡視や点検を継続的に実施し、変状の発生や進行状況を監視し、損傷が拡大して機

能が損なわれないよう、補修を行っています。

平成２６年度取り組み状況
堤防法面補修１箇所、護岸補修2箇所など損傷が進行した河川管理施設の修繕を行い、機能の回復を図りました。

引き続き状態監視を行って、施設の機能の維持に努めていきます。

平成２６年度補修事例

8護岸補修状況（袋詰根固め）護岸損傷状況（護岸の沈下）

堤防法面の損傷状況（裸地化） 法面補修状況

【補修後】【補修前】

【補修前】 【補修後】



４.１ 水防に関わる取り組み
（１）関係機関との連絡会議等の実施

洪水期に備えて関係機関との連絡体制の強化と情報共有の体制を確保するため、「名取川・阿武隈川下流洪水予報･水防･災害情報連絡会」
を開催しました。

また、市町村等の水防管理団体が、洪水時に的確な水防活動が実施できるよう「重要水防箇所の合同巡視」や「水防技術講習会」を関係自
治体と協働して実施しました。

洪水の発生に備えて、洪水情報等の伝達や災害発生時の対応に関する演習を実施しました。

阿武隈川洪水予報･水防･災害情報連絡会開催状況 重要水防箇所合同巡視実施状況

実施項目 実施箇所 実施頻度･条件 備考

阿武隈川洪水予報･水防･災害情報連絡会 仙台市内 毎年度当初及び必要があるとき 平成26年4月17日実施

洪水対応演習 仙台河川国道事務所 年1回（5月） 平成26年5月14日実施

重要水防箇所合同巡視 管理区間内 年1回（洪水期前） 平成26年6月24日実施

水防技術講習会※ 管理区間内 年1回（洪水期前） 平成26年5月25日実施

洪水対応演習実施状況

※平成26年度名取川･阿武隈川下流総合水防演習の参加をもって水防技術講習会の実施とした。
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４.１ 水防に関わる取り組み
（２）名取川･阿武隈川下流総合水防演習

出水期を前に、水防技術の向上を図るとともに、国・県・市町村及び防災関係機関の連携・協力の強化及び地域住民の水防に対する理解と
防災意識の高揚を図り、相互が連携・協働して水害に強い地域をつくることを目的に、国土交通省・宮城県・流域市町・関係機関ならびに地
域住民の参加のもと、名取川における大規模な洪水を想定した総合水防訓練を実施しました。

■ 開催日時 平成２６年５月２５日（日） ８：２０～１２：００
■ 実施場所 名取川右岸（宮城県名取市高舘熊野堂地先）
■ 実施した演習 情報収集伝達訓練、水防工法訓練、避難訓練、救助・救護訓練、緊急排水訓練 他
■ 参加機関 ４３機関（後援除く）
■ 参 加 者 土井国土交通大臣政務官、村井宮城県知事、佐々木名取市長をはじめとする

約２，５００人（来賓及び一般見学者含む）
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仙台河川国道事務所
牧事務所長
ホットライン

佐々木名取市長

■ 水防工法訓練

■ 水防法改正等を踏まえた取組

水防工法訓練と来賓による激励 第８回東北水防技術協議大会 住民や企業等による自主防災活動

リエゾン派遣

TEC-FORCE出動現地対策拠点での
情報共有（災害対策車内）

自衛隊派遣要請

国道の規制

特定緊急防災活動
（緊急排水作業）

航空ヘリによる救助

自衛隊による
応急架橋

佐々木
名取市長

村井宮城県知事

要請

ＶＴＲ

釜段工

来賓による積土のう工

月の輪工

シート張り工

■ 関係機関との連携による総合的な演習

住民による水のう作り



４.２ 防災に関わる取り組み

（４）災害対策車の稼働状況

仙台河川国道事務所では、災害に対応するため、災害対策車を配備しています。

平成26年度は、阿武隈川下流では大きな出水がなく、河川の災害発生による出動の実績はありませんでした。

排水ポンプ車
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配備機械 規格等 配備場所 台数 備考

排水ポンプ車 30m3／min 水中モーター式 押分排水機場 1台 10-4243

排水ポンプ車 30m3／min 水中モーター式 中島川救急排水施設 1台 25-4244

照明車 20kVAブーム 名取川出張所 1台 10-4282

（３）洪水対応タイムラインに関する市町村説明

関係機関との連絡体制を一層の強化し洪水に備えるため、洪水対応タイムライン作成に関する市町村説明を沿川自治体に対して行いました。

実施項目 実施箇所 実施年月日 備考

タイムライン作成に関する自治体説明 宮城県角田市役所 平成26年6月2４日 阿武隈川下流

照明車



５.１ 水質事故の対応
水質事故が発生した際には、事故の発生状況に関わる情報収集を行って速やかに関係機関等に通報するとともに、関係機関と連携して適切

な対策を緊急に講じることとしています。

水質事故の発生に備えて、関係機関との連絡体制の強化と情報共有の体制を確保するため、「阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会」を開
催しました。

また、水質事故発生時の初動対応や対策を円滑に行うための「水質事故通報演習」、油流出のリスクが高まる冬場を前に「水質事故対策訓
練」を実施しました。

そのほか「川をきれいにする児童図画コンテスト」や「水質事故の注意喚起広告」などの広報活動を行いました。

阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会
開催状況

実施項目 実施頻度･条件 実施年月日 実施箇所 備考

阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会 年3回（委員会･幹事会･担当者会
議）

平成26年 7月14日 仙台河川国道事務所

水質事故通報演習 年1回 平成26年 7月17日 仙台河川国道事務所

水質事故対策訓練 年1回 平成26年 10月31日 広瀬川2.7k付近

最近5年間の水質事故発生件数（阿武隈川下流）
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オイルフェンス接続状況

水質事故対策訓練の状況

オイルフェンス設置、油吸着マット投入



６.１ 地域と連携した活動
平成26年度、阿武隈川下流の河川維持管理において、沿川市町や市民団体等との協働により次の取り組みを行いました。

■水防団等と連携して行う重要水防箇所の点検

沿川市町村担当者、水防団、宮城県担当者等が参加する重要水防箇所合同点検を洪水期前に実施し、危険箇所等の情報共有を図りました。

■河川清掃活動

市民団体等が行う河川清掃活動について、塵芥等の運搬を河川管理者として協力しました。

阿武隈川清掃活動／岩沼会（平成26年7月26日）

阿武隈川清掃活動／槻木地域づくり推進協議会（平成26年１１月８日）

■許可工作物の合同点検

許可工作物及びその周辺の状況確認、情報交換を図るため河川管理者と許可工作物管理者との合同点検を実施しました。

■河川利用に係わる施設の点検

河川利用の盛んな場所において、ゴールデンウィーク前、夏休み前の年２回、河川管理者、施設管理者等による施設の安全利用点検を実施
する。

13


